
応募要領の構成

サポカー補助金応募要領（自家用中古車）は、大きく下記の申請に関する内容の3つの章に加え、

「Ⅳ．様式集」「Ⅴ．参考資料」の５つの章で構成されています。

■申請に関する内容

☆申請時の大きな流れと重要ポイント（自家用中古車）

Ⅰ．補助金の申請から交付までの流れとポイント

☆具体的な申請方法と手続き（自家用中古車）

Ⅱ．補助金交付申請手続き

☆申請後の変更手続き

Ⅲ．計画変更・財産処分等の手続

■様式集

☆申請書類などの各種フォーマット

Ⅳ．様式集

☆サポカー補助金の申請、交付に関するルールや決まり等。

Ⅴ．参考資料



センターHPにFAQを掲載しています。ご確認いただき、誤りのない申請をお願いします。

一般社団法人次世代自動車振興センター（以下「センター」という）が交付する「安全運転サポート

車普及促進事業費補助金及び安全運転サポート車普及促進に係る自動車事故対策費補助金」

（以下「本補助金」という）は、国庫補助金等の公的資金を財源としています。

このため、その適正な執行が社会的に強く求められており、センターとしても本補助金に係る不正行為

に対しては厳格に対処いたします。

以下の点を十分にご理解の上、申請又は受給していただきますようお願い申し上げます。

１．本補助金の申請者がセンターに提出する書類には、如何なる理由があっても、虚偽の記載を行なわ

ないでください。

２．偽りその他の不正な方法により本補助金を受給した疑いがある場合には、センターとして、必要に

応じて調査等を行います。

３．特に、反社会的勢力及びそれに準ずる者には補助金は交付しません。

４．本補助金を受けて取得したサポカーは、一定の年数は処分（譲渡、交換、貸し付け、廃

棄又は担保に供すること等の補助金の交付目的に反する行為を言う）できません。（以下処分制限期

間という）。処分制限期間内に処分しようとするときには、事前にセンターの承認を受けなくてはな

りません。なお、センターは必要に応じて管理状況について調査を行います。

５．不正な方法により本補助金を受給した疑いがあるとき、又は、補助金受けた車両を事前の承認を得

ずして処分したことが判明したときは、当該補助金の全部又は一部について、加算金（年10.95％の

利率）を加えて返納していただくことがあります。

６．さらに、補助金に係る不正行為に対しては、補助金に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和

30年法律第179号）（いわゆる補助金等適正化法）の第29条から第32条において、刑事罰を科す

旨規定されています。

当センターは、補助金交付業務に当たり、当センターとして定めた個人情報保護方針に基づき、以下

を順守いたします。（当センターの個人情報保護方針はホームページに記載しております。）

１．ご提供いただきました『個人情報』は以下の目的に必要な範囲を超えて使用しません。

①補助金申請者への問合せ、補助金の交付・不交付等の通知及び補助金の振込、規定された期間の

補助対象物の保有又は使用義務違反に係る調査等、補助金交付に関する業務の適切な遂行。

②シンポジウム開催等の次世代自動車普及啓発業務の適切な遂行。

２．『個人データ』は法令に基づく場合又は業務遂行上必要な範囲で業務委託先に提供する場合を除き、

ご本人の同意なく第三者に提供しません。

３．『個人データ』を業務委託先に預託する場合は、秘密保持契約等によって、業務委託先に個人情報

保護を義務付け、業務委託先が適切に『個人データ』を取り扱うよう管理いたします。

４．『個人データ』は、不正なアクセス対策やウイルス対策等の情報セキュリティ対策を実施し、適切

な安全対策のもとに管理し、漏えい、滅失及び改ざん等を防止いたします。

５．『個人データ』に関し、個人情報保護法等個人情報の取扱いに関する法令、国が定める指針その他

の規範を順守いたします。

❀　はじめに　❀
※「安全運転サポート車」のことを通称「サポカー」と呼びます。（Safety　Support　Car）

一般社団法人次世代自動車振興センター

個人情報保護について
  



Ⅰ．補助金の申請から交付までの流れと重要ポイント（自家用中古車）
※「安全運転サポート車」のことを通称「サポカー」と呼びます。（Safety　Support　Car）

センターHPにFAQを掲載しています。ご確認いただき、誤りのない申請をお願いします。

Ⅰ-１　全体の流れ ：センター

１．補助金交付申請の募集 ：申請者

▶  サポカー補助金は「65歳以上」の高齢運転者のサポカーの導入経費を補助するものです。

▶  募集（補助金交付申請の受付）には、条件や期限がありますので注意してください。

２．補助対象車両の購入・リースと登録届け出

▶  補助金の交付対象になる車両は、「サポカー補助金に関する審査委員会」で承認された車両です。

詳細は「経済産業省」HPにて3月6日公表予定です。

▶  購入した補助対象車両は、補助金交付申請の前に、中古新規登録または移転登録

（軽自動車等は届出）と車両代金全額の支払い手続きを完了していること。
（クレジットカード決済、ローン、リースも含む）

３．補助金交付申請書類の提出

▶  補助金の交付を申請する車両１台ごとに補助金交付申請書及び定められた書類を添付して

提出下さい。

▶  補助金交付申請書類は、郵便又は信書便で送付して下さい。持ち込みによる受付はいたしません。

▶  補助金交付申請書類の送付は、下記の宛先にお願います。

〈郵便で発送の場合〉 〈信書便で発送の場合〉

４．補助金交付申請書類の審査

▶   補助金交付申請書類が、適正なものか、応募要件を満たしているか等を審査します。

▶  大量の申請書を順次審査しますので、期間は概ね２ヶ月程度かかります。

（申請受付開始当初等で申請書類が集中した場合はさらにかかることもあります。）

✰（注意）補助金交付申請書類の審査状況についての電話での問い合わせはご遠慮ください。

５．補助金交付決定

▶　補助金の交付が決定しましたら、「交付決定通知書兼補助金の額の確定通知書」で

交付金額をお知らせします。

６．補助金交付（振込み）

▶　「交付決定通知書兼補助金の額の確定通知書」の発行後速やかに

申請書に記載された金融機関に補助金を振込みます。

７．車両（財産）の一定期間の保有

▶　補助金を受けて取得したサポカー（「取得財産等」という）は、登録（届出日）から

1年間（取得財産等の処分制限期間）は保有が義務付けられています。

▶　やむ得ず、処分制限期間中に取得財産等の処分をする場合は、事前に手続きが必要です。

また、補助金の返納が必要になります。。

▶　センターでは、定期的に、補助金を交付した車両の保有状況を調査します。

〒135-8316

東京都江東区東陽４丁目４－２

深川郵便局　ＪＰＭＤ内

一般社団法人 次世代自動車振興センター

サポカー補助金受付窓口　自家用 中古車係

〒135-0024

東京都江東区清澄１丁目５－１　清澄営業所

一般社団法人 次世代自動車振興センター

サポカー補助金受付窓口　自家用 中古車係



Ⅰ－２　補助金申請の重要なポイント（自家用・中古車）

１．補助金の募集要件

●補助金交付申請の受付期間は次の通りです。

補助金申請書受付期間 2020年3月9日～

申請対象となる車両の中古新規登録または移転登録期間（軽自動車の場合は届出）

2020年3月9日～

※サポカー補助金については、予算が続く限り４月以降も継続して申請を受付ける予定であり、

　　予算が無くなり次第募集を終了します。

●補助金交付申請書は、郵便又は信書便で送付してください。持ち込みによる受付は行いません。

✰（注意）補助金交付申請書類の送付は、以下となります。

〈郵便で発送の場合〉 〈信書便で発送の場合〉

２．補助対象車両（安全運転サポート車）の購入と登録（届出）

　(１)　補助対象車両は、「サポカー補助金に関する審査委員会」の審査を経て、決定されています。

　　サポカーに決定される車両は更新される場合がありますので、最新情報は下記経済産業省のHPで

　　確認してください。

https://www.meti.go.jp/press/2019/03/20200306001/20200306001.html

（２）サポカーとして決定した車種でも、以下の場合は補助対象になりません。

　　①既に補助金の交付を受けた車両。

　　②既に申請を行った使用者が別車両で行う申請。

３．補助金交付申請書類の提出

（１）補助金交付申請ができるのは2020年3月31日までに65歳になる高齢者運転者で、対象となる

サポカーを購入し、その検査証の使用者と氏名が一致していることが条件です。

✰（注意）　法人名義車両は申請できません。

（２）補助金交付申請には以下の条件もあります。

①車両の購入補助についてはセンターが別に定める補助金を除き、国の他の補助金と重複して

　　交付申請できません。

②反社会的勢力及びそれに準ずる者には補助金の交付はできません。

　　申請者は、補助金の交付申請前に、「暴力団排除に関する誓約」の内容を必ず確認しな

　　ければなりません。申請者が「暴力団排除に関する誓約」に違反した場合は、交付決定

　　を取り消します。

（３）交付申請にあたって必要となる書類は以下の通りです。

　　 ①運転免許証の写し。

　 　②自動車検査証の写し

　　 ③代金の支払い手続きが完了したことを証する書類（領収書の写し、注文書の写し、リース契約書

　　　　の写しなど）

　　 ④補助金振込先金融機関の通帳の写し（※申請者名義のもの）

　　 ⑤安全運転サポート車　安全装置動作確認等証明書

４．車両（財産）の一定期間の保有義務

　　　●補助金を受けたサポカー（「取得財産等」という）は、登録又は（届出日）から１年間

（所得財産等の処分制限期間）は保有が義務付けられています。　

　　　●やむを得ず、処分制限期間中に取得財産等の処分をする場合は、事前に手続きが必要です。

　　　また、補助金の返納が必要となります。

　　　●センターでは、定期的に、補助金を交付した車両の保有状況を定期的に調査しています。

〒135-8316

東京都江東区東陽４丁目４－２

深川郵便局　ＪＰＭＤ内

一般社団法人 次世代自動車振興センター

サポカー補助金受付窓口　自家用 中古車係

〒135-0024

東京都江東区清澄１丁目５－１　清澄営業所

一般社団法人 次世代自動車振興センター

サポカー補助金受付窓口　自家用 中古車係

https://www.meti.go.jp/press/2019/03/20200306001/20200306001.html

